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芦田川水系河川整備計画の進捗点検及び事業評価について 

 

 

1. 芦田川の審議の経緯 

2. 芦田川の概要（流域の概要） 

3．河川整備の概要 

4．河川整備計画の進捗点検について 

5．事業評価について 
 5-1.事業の進捗状況 
 5-2.事業を巡る社会情勢の変化 
 5-3.費用便益分析等の効率性 
 5-4.安心・安全、活力、快適性等の有効性 
 5-5.自然環境等への自然環境の変化 

6．事業継続の妥当性について 

平成28年5月23日（月） 
平成28年度第1回 
大阪府河川整備審議会 

資料１ 



整備委員会 

河川整備計画（案）の策定（H23.11） 整備委員会 

河川整備計画の策定（H25.11） 

治水手法の審議・決定 

当面の治水目標の審議 治水専門部会 

関係部局等の意見照会 ・国土交通省協議 

当面の治水目標の決定 整備委員会 

整備委員会 

河川整備計画（原案）の審議・策定 

対応方針の決定・公表 

H23 再評価 

河川整備計画の進捗点検・事業評価 整備審議会 対応方針の決定・公表 H28 再々評価 

【再評価・再々評価】 
 

事業採択後 5年未着工 
事業採択後 10年継続 
再評価後 5年継続毎 

河川整備計画（変更案）の策定（H27.12） 
（地震・津波対策を追加） 

１ 芦田川の審議の経緯 

事業評価の提示 

意見取りまとめ 

河川整備計画における住民説明会及び図書の縦覧等による府民意見聴取 

南海トラフ巨大地震土木
構造物耐震対策検討部会 



信太山

二級河川指定区間

○流域面積： 6.68km2 

高石市  2.80km2 

堺市  2.14km2 

和泉市  1.74km2 

○流路延長： 5.1㎞ 

うち二級河川区間：2.8㎞（河口～国道26号） 

流域の概要 
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芦田川   

堺市 

和泉市 

泉大津市 

高石市役所 

高石市 

芦田川

芦田川流域界

市　界

道　路

鉄　道

凡　　　例

二級指定区間 

２ 芦田川の概要（流域の概要） 

高師浜 

加茂 

東羽衣 

羽衣 

西取石 

千代田 

取石 

綾園 

○芦田川は、信太山に端を発し、堺市
を経て、高石市の中心部を流れ、浜寺
水路へ繋がっています。 

位置図 



下流部 

中流部 

河口部 

上流部 

【河口部で確認された主な動植物】 
（魚類）ボラ 

【下流部で確認された主な動植物】 
（魚類）ボラ、コイ 

（爬虫類）ミシシッピアカミミガメ 

【中流部で確認された主な動植物】 
（甲殻類）スジエビ 

（貝類）マルタニシ 

（爬虫類）クサガメ 

（鳥類）コサギ、ゴイサギ、キセキレイ  

     ハクセキレイ、セグロセキレイ 

（植物）ツルヨシ、ススキ、サクラ 

【上流部で確認された主な動植物】 
（鳥類）ウズラ、ヨシゴイ、ハチクマ等 

     100種を超える野鳥を確認 

（昆虫類）ハッチョウトンボ、ジャノメチョウ    

      ウスバカマキリ 

（植物）モウセンゴケ、イシモチソウ 
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流域の景観・自然環境 

２ 芦田川の概要（流域の概要） 



床上浸水 

高富橋 

無名橋 

芦田川ふるさと広場 

床下浸水 

床下浸水 

床下浸水 

昭和57年8月1～3日（台風１０号） 

総雨量231ミリ、時間最大雨量53ミリ。 

高石市内全域で床上浸水395戸、床下浸水1559戸。 

平成16年5月13日（前線） 

総雨量121ミリ、時間最大雨量77ミリ。 

高石市内全域で床上浸水92戸、床下浸水183戸。 

 

 

 

平常時 

増水時 
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平成16年5月13日 浸水状況 

近年の水害① 

床上浸水 

床上浸水 

床下浸水 

床下浸水 

床下浸水 

床下浸水 

床下浸水 

床下浸水 

床上浸水 

昭和57年8月1～3日 浸水状況 

２ 芦田川の概要（流域の概要） 
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近年の水害② 

２ 芦田川の概要（流域の概要） 

【平常時の状況】 

【平成24年6月21日～22日出水状況】 【平成24年9月14日出水状況】 

 平成24年の6月と9月にも、溢水が発生 
 道路冠水のみ 

平成24年6月21日～22日（梅雨前線） 
 総雨量146ミリ、時間最大雨量32ミリ。 

平成24年9月14日（雷雨性豪雨） 
 総雨量56ミリ、時間最大雨量54ミリ。 



芦田川防潮水門 
ショートカット区間 

河 川 整備対象区間 整備延長等 

芦田川 

耐
震 

芦田川防潮水門（遠隔監視・操作化） 1箇所 

芦田川防潮水門・芦田川排水機場 

（南海トラフ地震対策） 

洪
水 

ショートカット区間上流端～国道26号 1.4km 

国
道
２
６
号
 

浜
 
寺
 
水
 
路
 

浜
 
寺
 
公
 
園
 

高石中学校 
（雨水貯留施設） 

計画対象区間位置図 

【芦田川防潮水門】 
東南海・南海地震
等による津波に備
えるため、芦田川
防潮水門の操作性
・迅速性を向上させ
るため直接操作に
加え遠隔監視・操
作化を実施します。 

時間雨量50ミリの降雨が安全に流
下することを目標として河川整備
を行います。 

時間雨量80ミリの降雨に対応した河
川の整備を行います。 
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３ 河川整備の概要（河川整備計画の主な事業内容） 

（河川情報の提供） 
 高石市と連携し、府民が的確に避難行動を取れるよう、①現状の河川氾濫・浸水による
危険性の周知、②必要な情報の提供・伝達、③府民自らが行動できる体制づくりと情報
伝達や避難の訓練の実施 

 河川が持つ自然の豊かさや、その反面の危険性を内在しているという認識を「水辺の学校」
などの体験学習の場を通じ、子供の頃から身につけられるように関係機関とともに取り組み 

（地域や関係機関との連携） 
 流出抑制の取組み 
 地域住民や関係機関との連携を図り河川愛護精神の醸成に努める 

【芦田川防潮水門・
芦田川排水機場】 
南海トラフ地震等に
伴う揺れ・液状化対
策として、地盤改良
等の対策を実施し
ます。 



H23年度～H28年度末までの実施内容 
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国
道
２
６
号
 

浜
 
寺
 
水
 
路
 

高石中学校 

ショートカット区間 

※二層河川とは、洪水を地上部と地下部の二層
に分けて流下させる構造の河川です。 

４ 河川整備計画の進捗点検について 

遠隔監視・ 
操作化完了 

未整備区間 L=0.8km 南海トラフ対策
にH28年度より
着手 
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5年前（H23.1月撮影） 現在（H28.2月撮影） 

万成橋 

万成橋 
高富橋 

高富橋 

無名橋 

無名橋 

 二層河川区間L=600ｍが平成28年度末で概成予定。 

地
下
部
を
施
工
中 

未
着
手 

施
工
中 

完
成 

洪水対策 H23年度～H28年度末までの実施内容  

地下部のみ施工 

４ 河川整備計画の進捗点検について 

芦田川ふるさと広場 
芦田川ふるさと広場 
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無名橋 万成橋 

高富橋 

二層河川区間 L=600m（概成予定） 

ジョギング広場 
（東羽衣調節池） 

加茂３号橋 

通常改修区間 ｼｮｰﾄｶｯﾄ 
区間 

施工済区間(無名橋上流) 

 二層河川区間L=600ｍが平成28年度末で概成予定。 

H22年度時点施工済L=310m(地下部を施工) 

残区間(L=0.8㎞) 

H23年度以降施工L=290m 

整備中区間(加茂3号橋下流) 施工済区間(万成橋下流) 

H23年度～H28年度末までの実施内容  

H23年度以降地上部を施工 

洪水対策 

４ 河川整備計画の進捗点検について 
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H23年度～H28年度末までの実施内容  洪水対策 

5年前の状況 現在の状況 

万成橋下流 

無名橋上流 

４ 河川整備計画の進捗点検について 
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地震・津波対策 

 地震・津波に備えた対策強化として水門の遠隔監視・操作化を実施（H25.2月完成）。 
 南海トラフ地震対策として、水門及び排水機場の耐震対策にH28年度より着手。 

H23年度～H28年度末までの実施内容  

遠隔操作・監視（高石市）

＜高石市・鳳土木事務所・大阪府庁＞＜水門＞

光回線

遠隔制御装置
子局

遠隔制御装置
親局

操作端末
水門制御装置

遠隔監視・操作イメージ図 

４ 河川整備計画の進捗点検について 
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地域や関係機関との連携 H23年度～H28年度末までの実施内容  

 地域住民や高石市等とワークショップにより、芦田川の上面整備の計画を作ってきた。 
 NPO団体、高石市、地域が連携し、川沿いに桜の植樹を実施（H28.2月）。 
 高石市域で活動しているアドプト団体が、事業完了済区間で活動を展開することを検討している。 

植樹風景(H28.2月) 

４ 河川整備計画の進捗点検について 

芦田川上面整備のワークショップ 
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H23年度～H28年度末までの実施内容  河川情報の提供 

高石市による「洪水ハザードマップ」「津波ハザードマップ」を作成し、HPで公表（平成26年度末）。 
洪水リスク表示図を公表し、地先における河川氾濫や浸水の可能性を示し、地域住民の方々と情報共有
するとともに、生命を守るための避難行動に役立ててもらう（大阪府HP）。 

洪水リスク等に関する住民説明会を実施。 

高石市洪水ハザードマップ 洪水リスク表示図（H23.10月） 

４ 河川整備計画の進捗点検について 

(整備前) 

住民説明会の実施 

(整備後) 
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H23年度～H28年度末までの実施内容  河川防災情報の提供 

流況監視カメラを設置しH27.８月より運用開始。 
運用開始時には高石市と連携し地元住民へ周知を行った。 
市等と連携して、イベント等を活用し、流況監視カメラのPRを実施。 

地元へ配布した周知ビラ 

４ 河川整備計画の進捗点検について 

流況監視カメラ設置（H27.8月) 
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5-2 事業を巡る社会経済情勢の変化 

社会情勢について、下表のとおり微減であるため大きな変化はない。 

○社会情勢について　（高石市のみ）

平成22年 平成27年 備　考

人口 59,659人 56,485人
国勢調査(H22,H27）より

H22比　▲5.3%

世帯数 23,358世帯 22,480世帯
国勢調査(H22,H27）より

H22比　▲3.8%

事業所数 2,293所 2,204所
大阪府統計年鑑より

H22比　▲3.9%

就業者数 21,372人 19,273人
大阪府統計年鑑より

H22比　▲9.8%

社会情勢に大きな変化がないため、省略。 
  前回（H23年度)時点の費用対効果 
   ①B/C 13（当面の治水対策に対する費用対効果） 
   ②B/C 17（残事業に対する費用対効果） 

5-3 費用便益分析等による効率性 

5-1 事業の進捗状況 

「河川整備計画の進捗点検について」のとおり。 

費用対効果分析の要因に変化が見られない場合で、かつ、事業規模に比して費用対
効果分析に要する費用が著しく大きい等費用対効果分析を実施することが効率的で
ないと判断できる場合にあっては、再評価実施主体は、費用対効果分析を実施しな
いことができるものとする。（「国土交通省所管公共事業の再評価実施要領」より） 



17 対象降雨：時間雨量80ﾐﾘ（1/100） 

危険度Ⅰ 

危険度Ⅱ 

危険度Ⅲ 

5-4 安全・安心、活力、快適性等の有効性 

（事業着手時点） （二層区間完成後） 

このエリアの浸水被害が解消 

二層区間が完成することで、時間雨量80ミリ降雨に対する下流部の浸水被害が一部解消。 
時間雨量80ミリ降雨に対する危険度Ⅱが減少。 

危険度Ⅱ→危険度Ⅰ 



18 対象降雨：時間雨量50ﾐﾘ（1/10） 

危険度Ⅰ 

危険度Ⅱ 

危険度Ⅲ 

5-4 安全・安心、活力、快適性等の有効性 

（事業着手時点） （二層区間完成後） 

このエリアの浸水被害が解消 

二層区間が完成することで、時間雨量50ミリ降雨に対する下流部の浸水被害が一部解消。 
H25年度に暫定運用による下層河川への分流を開始し、H26年10月の総雨量90ミリ、時間
雨量34ミリの降雨でも、溢水等による浸水被害が発生しなかった。 



19 

5-4 安全・安心、活力、快適性等の有効性 

地元へ配布した周知ビラ 

住民の皆様へ、避難に役立ててもらうことを目的にカメラの設置と周知を行った。 
高石市と連携し川沿いに遊歩空間や芝生広場の整備を行うとともに、NPO団体、高石市、地域が連携し、
川沿いに桜の植樹を行い住民が憩える水と緑の空間形成を行った。 

桜の植樹風景 

快適性等の取り組み 

芝生広場と遊歩空間 
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5-5 自然環境等への影響と対策 

（二層区間完成後） 

身近な自然環境にふれあえる水辺空間として、階段護岸や緩傾斜護岸により水辺へ近づけるようにするとともに、河床に捨
石を点在させて景観への配慮に取り組んだ。 

芝生広場の整備や桜等の植栽により、水と緑の空間形成を行った。 

【整備計画における主な記述事項】 
 身近な自然環境にふれあえる水辺空間を創出 
 広場を活用した水と緑の空間の形成 
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５ 事業評価について（とりまとめ） 
現在の状況 備考

洪水対策の二層河川区間については、H28年度末で

概成見込み

社会経済情勢等に大きな変化がない

二級指定区間の大部分を占

める高石市の人口は、近5ヶ年

(平成22年から平成27年)で

約5.3%減と微減

社会情勢等に大きな変化がないため、省略

前回（H23年度）

　①B/C　13(当面の治水目

標に対する費用対効果)

　②B/C　17(残事業に対す

る費用対効果）

・二層河川区間の概成により、時間雨量80ミリや時間

雨量50ミリの降雨に対して、浸水被害の軽減が図れる

・住民の皆様へ、避難に役立ててもらうことを目的にカメ

ラの設置と周知を図行った

・市と連携し川沿いに遊歩空間や芝生広場の整備を

行うとともに、NPO団体、市、地域が連携し、川沿いに

桜の植樹を行い住民が憩える水と緑の空間形成を行っ

た

・身近な自然環境にふれあえる水辺空間として、階段

護岸や緩傾斜護岸により水辺へ近づけるようにするとと

もに、河床に捨石を点在させて景観への配慮に取り組

んだ。

・芝生広場の整備や桜等の植栽により、水と緑の空間

形成を行った

5)自然環境等への影響と対策

河川整備計画の進捗点検

1)事業の進捗状況

2)事業を巡る社会経済情勢等の変化

3)費用便益分析等の効率性

4)安全・安心、活力、快適性等の有効性
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6 事業継続の妥当性について 

１．事業の進捗状況 
  ・二層河川区間については、H28年度末で概成見込み。 

2．事業を巡る社会情勢の変化 
  ・社会情勢等に大きな変化がない。 

3．費用便益分析等による効率性 
  ・社会情勢等に大きな変化がないため、省略。 

4．安全・安心、活力、快適性等の有効性 
  ・二層河川区間の概成により、時間雨量80ミリや時間雨量50ミリの降雨に対して、浸水被害の軽減が図れる。 
  ・住民の皆様へ、避難に役立ててもらうことを目的にカメラの設置と周知を行った。 
  ・高石市と連携し川沿いに遊歩空間や芝生広場の整備を行うとともに、NPO団体、高石市、地域が連携し、川沿  
  いに桜の植樹を行い住民が憩える水と緑の空間形成を行った。 

5．自然環境等への影響と対策 
  ・身近な自然環境にふれあえる水辺空間として、階段護岸や緩傾斜護岸により水辺へ近づけるようにするとともに、 
  河床に捨石を点在させて景観への配慮に取り組んだ。 
  ・芝生広場の整備や桜等の植栽により、水と緑の空間形成を行った。 

1～5の視点を踏まえ、二層河川区間の事業の概成を確認するとともに、浸水被害軽減効果を確認。 
事業の継続は妥当と考えられる。 

対応方針（案） 


